
２ 平成２９年観光入込客数及び観光消費額調査結果の概要

（１） 全体概況

平成２９年の京都府内における観光入込客数等について、観光入込客数は前年

をわずかに下回ったものの、地元市町村と連携した観光振興の取組や交通基盤整

備の進捗等により、観光消費額及び外国人宿泊客数が過去最高 (注 )を更新しました。 

○ 府内観光入込客数は約８,６８７万人となりました。

 平成２８年の入込客数（８，７４１万人）を下回ったものの、過去３番目に高い

入込客数を記録。 

○ 府内観光消費額は約１兆１８８４億円となりました。

 平成２８年の観光消費額（１兆１４４７億円）を上回り５年連続で過去最高を更

新 

○ 府内外国人宿泊客数は約３６１万人となりました。

平成２８年の外国人宿泊客数(３２６万人)を上回り５年連続で過去最高を更新 

 (注 ) 京都市の統計手法の変更（H25）により、厳密には府内全体の入込客数等を経年で比

較することはできないが、参考に各年の数字を単純比較した場合。
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（２） 地域別増減要因（推定）

<京都市域>（減少） 

 英国の有力旅行雑誌「Wanderlust(ワンダーラスト)」誌読者投票｢ベストシティ｣

部門で、２年連続１位に選ばれるなど京都の認知度の高まり等により外国人宿泊客

数が増加し過去最高を記録。宿泊客数の増加とともに外国人観光客の買物環境向上

支援をはじめとした受入環境の整備などの取組を進めたことにより、観光消費額も

過去最高。観光入込客数は５３６２万人となり、５年連続で５０００万人台を維持

している。 

<乙訓地域>（増加）
ア サ ヒ ビ ー ル 大 山 崎 山 荘 美 術 館 お よ び サ ン ト リ ー 京 都 ビ ー ル 工 場 で の 改 修 工

事 に よ り 観 光 入 込 客 数 の 減 少 が み ら れ た も の の 、 ｢向 日 市 ま つ り ｣や ｢大 物 産 展 ＋

Ｋ Ａ Ｒ Ａ － １ グ ラ ン プ リ ｣な ど の イ ベ ン ト が 天 候 に 恵 ま れ た こ と 、長 岡 天 満 宮 を

は じ め と す る 寺 院 仏 閣 へ の 観 光 入 込 客 数 が 好 調 に 推 移 し 、 地 域 全 体 と し て 増 加

(大 物 産 展 ＋ Ｋ Ａ Ｒ Ａ － １ グ ラ ン プ リ :約 ２ ５ ％ 増 )。観 光 入 込 客 数 は 前 年 比 １ ０

３ ． ５ ％ と な っ た 。  

<山城地域>（増加） 

 お茶の京都がターゲットイヤーを迎え、「お茶の京都博」イベントの開催や、全
国への情報発信が奏功した。天候不順によるイベントの中止やキャンプ場の閉鎖が
あった一方で、八幡市のさくらであい館や南山城村の道の駅が新たにオープンした
ことに加え、背割堤が昨年に引き続き人気を呼んだこともあり、地域全体として増
加（背割堤：８８．６％増）。観光入込客数は前年比１０８．９％となった。 

<南丹地域>（減少） 
 平成２８年に南丹市で実施された全国育樹祭をはじめとする「森の京都博」の終

了や国道１７３号線の通行止めの影響により沿線施設の観光入込客数が減少した

ものの、トロッコ列車が引き続き集客を伸ばしたほか（約３．７％増）、リニュー

アルオープンした森のステーションかめおかにおける観光入込客数が増加。地域全

体での観光入込客数は前年比９８．７％の微減となった。

<中丹地域>（増加） 

 紅葉シーズンの天候不順等マイナス要因があった一方で、舞鶴赤れんがパークに

  おいて観光入込客数が好調に推移したほか、福知山市ではゆらのガーデンが広くメ

  ディアに取り上げられ、知名度向上が観光入込客数増加につながった。クルーズ客

  船の寄港回数の増加もあり、地域全体として増加（舞鶴赤れんがパーク:約２７％

  増）。観光入込客数は前年比１０３．８％となった。 

<丹後地域>（減少） 

 山陰近畿自動車道「京丹後大宮IC」開通や京都丹後鉄道の特急利用者の増加、観

光交流施設「舟屋日和」など新たな観光施設のオープンなどにより、観光入込客数

の増加がみられたものの、秋季の相次ぐ台風によるイベント中止や冬期の大雪によ

る宿泊のキャンセルなど天候による影響が大きく、地域全体での観光入込客数は前

年比９８．４％（丹後王国「食のみやこ」：約１０．６％減）の微減となった。 
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